
約２年間の工期を経て完成
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り
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ひ
ら
か
わ

碇ヶ関中学校新体操部は部員数５名と少人数ですが、ふだんはクラブチームと
して練習に励み、ジュニアの大会等でも好成績を収めています。中体連県大会
では昨年に引き続き団体で２年連続優勝を果たしました。仲間との信頼や応援
してくださる皆さんへの感謝を大切にし、笑顔で演技しています。

学校の
先生より

平川市立碇ヶ関中学校新体操部のみなさん
目指せ！未来のトップアスリート目指せ！未来のトップアスリート



　
か
ね
て
よ
り
建
設
し
て
い
た
平
賀
東
小
学
校
校
舎
・
体
育
館
が
完
成
し
、
１
月
15
日
か
ら
新
校
舎
に
お
い
て
授
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
２
月
20
日
に
は
完
成
記
念
と
し
て
平
川
市
出
身
の
津
軽
笛
奏
者
、
佐
藤
ぶ
ん
太
、
氏
に
よ
る
横
笛
コ
ン

サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
当
市
議
会
議
員
は
来
賓
と
し
て
招
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
に
行
わ
れ
た
完
成
見
学
会
で
は
、
地
域
住

民
の
方
々
と
と
も
に
真
新
し
い
木
の
香
り
が
す
る
３
階
建
て
の
校
舎
を
見
学
し
ま
し
た
。

　校舎・体育館建設にあたり、当議会教育民生常任委員会ではこれまで
実際に足を運び工事の進捗状況等について視察・調査してきました。

平成29年３月議会　関連予算議決
平成29年７月実施　第一回教育民生常任委員会視察・調査
平成30年８月実施　第二回教育民生常任委員会視察・調査

完成までの
議会の動き

議会関連経緯

第
一
回
調
査
時

第
二
回
調
査
時

平
賀
東
小
学
校

新
校
舎
完
成
見
学
会
に
招
待
さ
れ
ま
し
た

光が降り注ぐように建設された明るい校舎となりました。

佐藤氏から指導を受けた５、６年生による
ねぷた囃子の演奏。

1
特集

この頃は着工して日が浅く、外に
ある平面図で説明を受けました。

建設中の体育館は骨組みが所狭し
と組まれていました。

快適な学び舎で生き生きと成長するよう願い
祝辞を述べた齋藤政子議長。

見学会では市教育委員会より説明を受けました。

佐藤ぶん太、氏による華麗な演奏。オープニングを祝舞で飾った尾崎獅子踊
保存会の皆様。

職員室では資材が積み上げられて
いました。

ひらかわ市議会だより 第53号 2



次
の
ペ
ー
ジ
は

11
人
が
聞
い
た 

一
般
質
問

小
・
中
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置

本
庁
舎
建
設
の
今
後
の
対
応
／
簡
易
ト
イ
レ
設
置
の
支
援
枠
撤
廃
へ

12月定例会
（12/5から12/13…9日間）

［本 会 議］
12月５日・13日 �  議案審議
12月10日・11日 �  一般質問

［常任委員会］
12月７日 �  総務企画常任委員会
（同日） �  建設経済常任委員会
（同日） �  教育民生常任委員会

12月定例会 ピックアップ

衆
・
参
議
院
議
長
に
意
見
書
を
提
出

平川市の今とこれから

一般質問

区分 質 問 事 項 質問議員 ページ

市
の
姿
勢
・
ま
ち
づ
く
り

市特別職報酬等審議会への諮問 原田　淳
本庁舎建設の今後の対応 工藤　竹雄 P.4
工事の入札 工藤　竹雄
予算書掲載の事業名 工藤　竹雄
公共工事等における設計と検査 長内　秀樹
ひらかドームの音響設備 大川　登
市の公共交通 佐藤　保 P.6
平賀地域の浸水対策事業 工藤　貴弘
財政運営計画 齋藤　律子 P.10
普通財産 石田　昭弘

産
業・観
光

簡易トイレ設置の支援枠撤廃 長内　秀樹 P.4
鳥獣被害 桑田　公憲
農家への支援 佐藤　寛 P.8

教
育
・
福
祉
・
医
療

小・中学校へのエアコン設置 原田　淳 P.4
中学生のピロリ菌検査・除菌 原田　淳
がん検診の現状と対策 桑田　公憲 P.6
平川市運動施設（平賀）の時計の設置場所 大川　登 P.6
地域包括ケアシステムの進捗状況 佐藤　保
生活困窮高齢者の支援 佐藤　寛
インフルエンザ予防接種の助成拡充 工藤　貴弘 P.8
学校給食費の無償化 齋藤　律子
幼児サポート教室 石田　昭弘 P.10

安
心
・
安
全

ブラックアウト（大規模停電）時の体制 佐藤　保
川の土砂と樹木の対策 佐藤　寛
防災行政無線 工藤　秀一
碇ヶ関地域避難場所 工藤　秀一 P.8
自主避難所の体制 工藤　貴弘

　平川市のいろいろな課題等について、議員が
市に考えを聞くのが一般質問。全質問項目は下
表のとおりです。
　議会だよりでは、質問した議員ごとに１項目
を抜粋・要約してお知らせします。

今回は11名の議員が質問しました

　本定例会最終日において、議員
発議として「種子法の復活を求め
る意見書※1の提出について」が議
案として提出されました。
　これは、平成30年３月末に廃
止となった米・麦・大豆の種子の
開発や生産・普及を都道府県に義
務付けていた法律を復活するよう
強く要請するものです。
　種子法が廃止されたことによ
り、これまで築き上げてきた試験
場等の取り組みが後退する恐れだ
けではなく、種子の開発と生産が
民間企業に委ねられた場合、改良
された新品種に特許がかけられ、
農家は特許料を支払わなければ種
子が使えなくなることが強く懸念
されます。
　提出された議案は全議員賛成に
より可決となり、同日衆議院議
長、参議院議長宛に意見書が提出
されました。
　このほか、「西十和田トンネル
建設促進に関する意見書の提出に
ついて」も議員提出議案となり全
議員賛成により可決され、青森県
と秋田県に意見書を提出していま
す（下欄「議会miniコラム」を
ご覧ください）。

議会は動く!
詳細は平川市議会
会議録へ

議会miniコラム 西十和田トンネル建設促進に関する意見書の提出について
　12月定例会で可決された同意見書について、12月19日に青森県庁へ齋藤政子議長と黒石
市議会北山議長が共同提出しました。豪雪により冬季閉鎖されている道路区間の解消を求め
るもので、交通連絡が容易となり観光振興と経済効果が期待されることから、これからも強
く要望活動を行っていきます。

ことば

※１　意見書
　　　�地方自治法に基づき市議会は市の公益に関

することについて、国、県などの関係機関
に、議会の意思を意見としてまとめた文書
を提出することができます。意見書の案は
議員が提出し本会議で可否を決めます。

　本定例会では、一般会計補正予算
など23議案を審議しました。
　結果は11ページをご覧ください。

提
出
者
代
表
と
し
て
提
案
理
由
を

説
明
す
る
桑
田
公
憲
議
員
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Ｑ
公
立
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
係
る
費
用
を
補

助
す
る
国
の
補
正
予
算
が
成
立
し
、
当
市
も
要
望

し
た
と
聞
い
て
い
る
が
そ
の
内
容
は
。

Ａ
市
内
13
校
あ
る
小・中
学
校
の
う
ち
10
校
、
１
２
３

室
の
設
置
を
希
望
し
て
い
ま
す
。
今
回
要
望
し
な

か
っ
た
３
校
は
、
現
在
改
築
工
事
を
行
っ
て
い
る
平
賀
東

小
学
校
と
猿
賀
小
学
校
、
平
成
33
年
度
完
成
予
定
と
し
た

移
転
改
築
を
計
画
し
て
い
る
碇
ヶ
関
小
学
校
で
す
。
県
教

育
委
員
会
と
も
相
談
し
ま
し
た
が
、
平
賀
東
小
学
校
と
猿

賀
小
学
校
は
既
に
国
の
補
助
事
業
を
活
用
し
て
い
る
こ

と
、
碇
ヶ
関
小
学
校
に
つ
い
て
は
今
回
の
補
助
事
業
を
利

用
す
る
と
現
在
の
校
舎
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
を
踏
ま
え
、
要
望
し
な
い
こ
と
と
し
ま
し

た
。

Ｑ
新
本
庁
舎
は
免
震
構
造
を
採
用
し
て
い
る
が
、
免

震
用
オ
イ
ル
ダ
ン
パ
ー
改
ざ
ん
問
題
が
発
生
し

た
。
今
後
の
対
応
は
。

Ａ
こ
の
問
題
を
受
け
、
建
築
物
の
確
認
申
請
の
際
に

必
要
と
な
る
構
造
評
定
に
つ
い
て
指
定
性
能
評

価
機
関
※
１
へ
申
請
す
る
予
定
を
見
送
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
日
本
免
震
構
造
協
会
の
現
在
の
資
料
で

は
、
大
臣
認
定
製
品
を
製
造
し
て
い
る
メ
ー
カ
ー
は
問
題

と
な
っ
た
２
社
で
あ
り
、
庁
舎
建
設
時
期
に
調
達
可
能
か

不
透
明
な
状
況
で
す
。
考
え
ら
れ
る
選
択
肢
は
あ
り
ま
す

が
、
現
時
点
で
オ
イ
ル
ダ
ン
パ
ー
に
関
す
る
新
規
受
注
に

つ
い
て
新
し
い
情
報
は
な
く
、
ど
の
方
法
で
進
む
べ
き
か

判
断
が
で
き
な
い
状
態
で
す
。
引
き
続
き
情
報
収
集
に
努

め
、
最
善
の
対
応
を
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
「
り
ん
ご
の
ふ
る
さ
と
応
援
事
業
※
２
」
の
内
容
と

今
後
の
課
題
は
。

Ａ
当
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
返
礼
品
の
り
ん
ご
が

非
常
に
人
気
で
寄
附
額
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
り
ん
ご
農
家
に
対
す
る
応
援
の
意
味
を
込

め
て
、
り
ん
ご
産
地
の
維
持
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進

す
る
た
め
に
、
今
年
度
か
ら
「
り
ん
ご
の
ふ
る
さ
と
応
援

事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
事
業
メ
ニ
ュ
ー
は
、
り
ん

ご
の
苗
木
購
入
費
用
、
防
風
網
張
り
替
え
費
用
、
簡
易
ト

イ
レ
設
置
費
用
の
一
部
助
成
で
す
。
し
か
し
、
助
成
対
象

の
範
囲
を
認
定
農
業
者
※
３
な
ど
担
い
手
農
家
に
限
定
し
た

事
業
も
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、
り
ん
ご
農
家
の
経
営
安
定

に
向
け
て
手
助
け
で
き
る
よ
う
事
業
メ
ニ
ュ
ー
や
対
象
範

囲
を
見
直
し
、
事
業
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

原は
ら
田た

　
淳あ
つ
し

が
問
う�

（
新
風
の
会
・
沖
館
）

夏
ま
で
に
小
・
中
学
校
へ

　
　
エ
ア
コ
ン
の
設
置
を

簡
易
ト
イ
レ
設
置
の

　
　
支
援
枠
撤
廃
へ

ことば ※１　指定性能評価機関
　　　�国土交通大臣が行う構造方法等の認定に必要な性能を評価する国指定の民間機関。
　　　市では構造性能評価や避難安全検証等について申請する予定です。

本
庁
舎
建
設
の

　
　
今
後
の
対
応
は

い
つ
ま
で
待
て
ば
確
実
に

な
る
の
か
不
透
明
で
す

長お
さ
内な
い
秀ひ
で
樹き

が
問
う�

（
誠
心
会
・
尾
上
）

工く

藤ど
う
竹た
け
雄お

が
問
う�

（
所
属
会
派
な
し
・
八
幡
崎
）

平川市議会
会議録

一
般
質
問
一
般
質
問
の
全
文
は
平
川
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で「
平
川
市
議
会　
会
議
録
」と
検
索
す
る
か
下
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

り
ん
ご
園
に
は

ト
イ
レ
が
必
要
で
す

小
・
中
学
校
の

施
設
整
備
は
公
平
に

ひらかわ市議会だより 第53号 4



Ｑ
今
回
要
望
し
な
か
っ
た
３
校
の
普
通
教
室
へ
の
エ

ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て
は
、
自
主
財
源
で
設
置
す

る
の
か
。

Ａ
国
の
交
付
金
や
起
債
な
ど
の
活
用
を
検
討
し
て
い

き
ま
す
。
学
校
教
育
の
機
会
均
等
の
確
保
と
教
育

水
準
の
維
持
向
上
を
図
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
コ
ス
ト
意

識
も
し
っ
か
り
持
ち
、
県
教
育
委
員
会
や
関
係
部
局
と
相

談
、
協
議
の
上
進
め
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
政
府
は
夏
ま
で
に
希
望
す
る
全
国
の
公
立
学
校
の

エ
ア
コ
ン
設
置
整
備
を
目
指
す
と
し
て
い
る
が
、

事
業
が
始
ま
る
と
エ
ア
コ
ン
本
体
や
設
置
事
業
者
の
確
保

が
困
難
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
一
日
も
早
く
整
備

計
画
を
立
て
、
夏
ま
で
に
設
置
を
終
え
て
い
た
だ
き
た

い
。Ａ

で
き
る
だ
け
早
く
事
業
に
着
手
し
て
、
夏
ま
で
に

間
に
合
う
よ
う
対
応
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
な
ぜ
免
震
構
造
を
採
用
し
た
設
計
に
し
た
の
か
。

Ａ
平
成
29
年
に
策
定
し
た
基
本
計
画
を
基
に
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
を
行
い
設
計
業
者
が
選
定
さ
れ
ま
し

た
。
設
計
業
者
の
提
案
は
免
震
構
造
を
採
用
し
て
い
た
た

め
、
設
計
業
務
契
約
後
に
地
震
時
に
お
け
る
揺
れ
や
損

傷
、
災
害
時
に
お
け
る
業
務
継
続
計
画
へ
の
対
応
、
建
設

コ
ス
ト
に
つ
い
て
耐
震
、
免
震
そ
れ
ぞ
れ
の
構
造
で
比
較

検
討
し
た
上
で
、
免
震
構
造
の
採
用
を
設
計
業
者
と
市
が

協
議
し
進
め
て
き
ま
し
た
。
オ
イ
ル
ダ
ン
パ
ー
の
検
査

デ
ー
タ
改
ざ
ん
問
題
に
よ
っ
て
、
工
事
発
注
の
先
送
り
な

ど
影
響
は
あ
り
ま
す
が
、
新
本
庁
舎
は
災
害
発
生
時
の
活

動
拠
点
施
設
と
し
て
十
分
機
能
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
の
で
、
免
震
構
造
の
採
用
に
つ
い
て
は
問
題
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
簡
易
ト
イ
レ
設
置
事
業
の
対
象
者
を
認
定
農
業
者

に
限
定
し
た
意
図
は
。

Ａ
市
で
は
国
・
県
に
合
わ
せ
担
い
手
を
育
成
す
る
た

め
認
定
農
業
者
を
中
心
と
し
た
施
策
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
認
定
農
業
者
以
外
の
農
家
も
市
の
大

事
な
り
ん
ご
産
業
を
支
え
て
い
る
の
で
、
今
後
、
認
定
農

業
者
の
枠
を
外
し
た
支
援
も
考
え
ま
す
。

Ｑ
来
年
度
の
簡
易
ト
イ
レ
設
置
事
業
の
対
象
者
は
全

て
の
農
業
者
に
な
る
の
か
。

Ａ
今
の
時
代
、
働
く
環
境
の
整
備
と
し
て
ト
イ
レ
設

置
は
必
須
と
思
わ
れ
ま
す
。
少
面
積
の
園
地
に
簡

易
ト
イ
レ
を
置
く
こ
と
や
、
園
地
を
何
箇
所
も
所
有
す
る

１
農
家
に
対
し
全
部
の
園
地
に
簡
易
ト
イ
レ
を
置
く
こ
と

は
難
し
い
た
め
、
あ
る
程
度
の
面
積
を
超
え
た
園
地
を
所

有
す
る
１
農
家
に
１
個
の
補
助
と
す
る
な
ど
と
し
た
支
援

を
考
え
ま
す
。

次
の
ペ
ー
ジ
も

市
に
考
え
を
聞
く�

一
般
質
問
が
ん
検
診
の
現
状
と
対
策

平
川
市
運
動
施
設（
平
賀
）の
時
計
の
設
置
場
所
／
市
の
公
共
交
通

ことばことば ※２　りんごのふるさと応援事業
　　　�りんご農家に対して防風網の張り替えなどの助成を行い、安全で質の

高いりんごの栽培に取り組める環境を整備する平川市独自の事業。平
成30年度はふるさと納税の寄附金の一部が充当されました。

※３　認定農業者
　　　�農業経営への意欲や能力のある農業者のうち、法に基づく経営改善計

画の市町村認定を受けた農業経営者等。担い手農業者とも呼ばれる。
認定を受けると、金融措置などの支援を受けることができ、認定農業
者であることが条件となっている国の事業が増加しています。

平賀東小学校に設置されたエアコン。完成見学会では議員が
視察しています。（☞関連記事P2）

外構も含めた新庁舎の模型。

ふるさと納税の寄附金は私たちの暮らしに有効に活用されて
います。
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一
般
質
問
議
員
は
政
策
提
言
も
含
め
て
質
問
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

質
問
内
容
は
、
議
案
と
は
関
係
な
く
議
員
が
自
由
に
決
め
ま
す
。

平川市議会
会議録

Ｑ
健
康
長
寿
青
森
県
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
を
目
指
す
平
川
市

の
が
ん
検
診
の
受
診
率
と
、
国
や
県
と
の
比
較
は
。

Ａ
平
成
28
年
度
の
地
域
保
健
・
健
康
増
進
事
業
報
告

で
は
、
平
川
市
の
が
ん
検
診
受
診
率
に
つ
い
て

は
胃
が
ん
24
．９
％
、
肺
が
ん
19
．７
％
、
大
腸
が
ん
20
．

７
％
、
子
宮
頸
が
ん
19
．４
％
、
乳
が
ん
22
．８
％
で
す
。

現
行
の
制
度
が
始
ま
っ
た
平
成
20
年
度
か
ら
比
べ
る
と
、

胃
が
ん
、
肺
が
ん
、
大
腸
が
ん
に
つ
い
て
は
微
増
し
て
お

り
、
乳
が
ん
、
子
宮
頸
が
ん
に
つ
い
て
は
横
ば
い
の
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
な
お
当
市
は
い
ず
れ
も
国
、
県
の
数
値
を

上
回
る
高
い
受
診
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
が
ん
検
診
の
受
診
の
お
知
ら
せ
は
、
定
期
的
に
送

付
す
る
よ
り
テ
レ
ビ
番
組
と
連
動
し
た
も
の
や
、

芸
能
人
な
ど
の
が
ん
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
で
話
題
に
な
っ

Ｑ
平
賀
地
域
に
あ
る
平
川
市
運
動
施
設
は
陸
上
競
技

場
、
多
目
的
広
場
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
あ
る
。
現

在
、
防
災
施
設
を
兼
ね
た
体
育
館
が
建
設
中
で
あ
る
が
、

運
動
施
設
に
欠
か
せ
な
い
全
方
向
か
ら
見
渡
せ
る
よ
う
な

時
計
が
な
い
。
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
は
時
計
を
し
て
競
技
は

し
な
い
が
、
応
援
す
る
人
た
ち
、
散
歩
す
る
人
た
ち
、
あ

る
い
は
ジ
ョ
ギ
ン
グ
す
る
人
た
ち
は
、
何
か
に
つ
け
て
時

間
が
気
に
か
か
る
も
の
で
あ
る
。
ぜ
ひ
、
体
育
館
建
設
に

合
せ
て
屋
上
に
で
も
全
方
向
か
ら
見
渡
せ
る
大
き
な
時
計

を
設
置
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ａ
平
川
市
運
動
施
設
は
、
平
成
29
年
度
に
全
天
候
型

ナ
イ
タ
ー
照
明
付
き
の
４
種
公
認
陸
上
競
技
場
、

野
球
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
等
で
利
用
で
き
る
平
賀
多
目
的
広

場
が
完
成
し
、
昨
年
は
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
６
面
の
人
工
芝
張

Ｑ
尾
上
地
域
路
線
バ
ス
の
弘
前
尾
上
線
廃
止
と
黒
石

尾
上
線
減
便
の
経
緯
は
。

Ａ
弘
前
尾
上
線
は
昨
年
３
月
に
国
庫
補
助
路
線
の
廃

止
が
決
定
さ
れ
、
そ
の
後
の
事
業
者
及
び
関
係
市

町
村
と
の
協
議
を
経
て
、
８
月
に
行
わ
れ
た
県
バ
ス
交
通

等
対
策
協
議
会
津
軽
南
地
域
分
科
会
で
協
議
の
上
、
廃
止

が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
黒
石
尾
上
線
の
減
便
は
弘

前
尾
上
線
と
同
様
、
利
用
者
の
減
少
に
伴
い
昨
年
３
月
に

国
庫
補
助
路
線
の
廃
止
が
決
定
さ
れ
、
事
業
者
で
あ
る
弘

南
バ
ス
株
式
会
社
と
沿
線
自
治
体
で
あ
る
黒
石
市
と
当
市

で
対
応
の
協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
が
、
９
月
に
３
者
が

合
意
し
た
こ
と
か
ら
、
14
往
復
７
便
の
運
行
を
12
月
１
日

か
ら
土
日
祝
日
を
除
い
た
平
日
の
み
の
運
行
と
し
、
３
往

復
６
便
に
減
便
と
な
り
ま
し
た
。

桑く
わ
田た

公き
み
憲の
り
が
問
う�
（
誠
心
会
・
唐
竹
）

大お
お
川か
わ

　
登の
ぼ
る

が
問
う�

（
活
政
会
・
大
光
寺
）

が
ん
検
診
の
現
状
と

�

受
診
率
向
上
対
策
平
川
市
運
動
施
設（
平
賀
）全
体

か
ら
見
え
る
時
計
の
設
置

尾
上
地
域
路
線
バ
ス

　
　
　
廃
止
と
減
便

み
ん
な
で
検
診
受
診
率
を

上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う

時
計
が
小
さ
す
ぎ
ま
す

佐さ

藤と
う

　
保た
も
つ

が
問
う�

（
誠
心
会
・
金
屋
）

地
元
と
の
話
し
合
い
を

十
分
し
て
ほ
し
い
で
す

ひらかわ市議会だより 第53号 6



次
の
ペ
ー
ジ
も

市
の
こ
れ
か
ら
を
問
う�

一
般
質
問
農
家
へ
の
支
援
／
碇
ヶ
関
地
域
の
避
難
場
所

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
助
成
拡
充

た
際
に
送
付
す
る
と
有
効
だ
と
聞
い
て
い
る
。
ま
た
、
文

面
に
つ
い
て
も
、
検
診
料
が
無
料
で
あ
る
と
記
載
す
る
だ

け
で
な
く
、
本
来
か
か
る
費
用
が
市
の
助
成
に
よ
り
無
料

で
受
診
で
き
る
と
い
う
よ
う
に
、
実
際
の
費
用
も
記
載
し

た
ほ
う
が
効
果
的
と
も
聞
い
て
い
る
。
が
ん
検
診
受
診
率

向
上
に
対
し
て
、
何
か
お
知
ら
せ
を
工
夫
し
て
い
る
か
、

ま
た
は
今
後
検
討
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
か
。

Ａ
現
在
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
す

る
ほ
か
、
保
健
協
力
員
の
協
力
を
得
て
毎
戸
訪
問

に
よ
る
受
診
案
内
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
20

歳
到
達
時
の
子
宮
頸
が
ん
検
診
受
診
の
案
内
、
40
歳
到
達

時
の
そ
の
他
が
ん
検
診
受
診
の
案
内
な
ど
、
個
別
に
は
が

き
に
よ
る
通
知
で
案
内
を
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
よ
り
市

民
に
わ
か
り
や
す
い
、
が
ん
検
診
お
知
ら
せ
の
は
が
き
を

作
成
し
、
効
果
的
な
時
期
を
狙
っ
て
送
付
す
る
な
ど
受
診

率
の
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

り
替
え
工
事
を
行
う
な
ど
、
プ
ー
ル
を
含
め
ひ
ら
か
ド
ー

ム
を
中
心
と
し
た
一
体
的
な
運
動
施
設
と
し
て
、
充
実
し

た
環
境
と
な
り
、
数
多
く
の
市
民
の
方
々
に
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
平
賀
地
域
の
運
動
施
設
の
屋
外
に
設
置
し
て
い
る
時
計

は
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
と
ド
ー
ム
の
間
に
２
面
付
き
時
計
１

基
と
、
陸
上
競
技
場
ト
イ
レ
棟
の
隣
に
３
面
付
き
時
計
１

基
及
び
、
陸
上
管
理
棟
正
面
に
１
台
、
合
計
６
個
の
時
計

を
設
置
し
て
い
ま
す
。
ひ
ら
か
ド
ー
ム
周
辺
の
運
動
施
設

及
び
体
育
館
建
設
地
を
含
め
ま
す
と
、
総
施
設
面
積
が
約

10
万
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
な
り
、
施
設
全
体
か
ら
見
え

る
時
計
を
設
置
す
る
こ
と
は
難
し
い
も
の
と
考
え
ま
す
。

今
後
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
活
用
し
て
施
設
利
用
者
に

時
計
の
位
置
を
案
内
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
尾
上
金
屋
線
の
減
便
数
が
多

い
。
し
か
も
朝
晩
の
必
要
な
時
間
帯
が
な
い
。

Ａ
市
で
は
減
便
対
象
と
な
っ
た
路
線
バ
ス
が
運
行
し

な
い
土
日
祝
日
に
、
代
替
と
し
て
乗
り
合
い
タ
ク

シ
ー
の
運
行
を
行
う
こ
と
と
し
、
12
月
１
日
か
ら
開
始
し

て
い
ま
す
。
平
日
の
減
便
に
つ
い
て
は
、
弘
南
バ
ス
運
行

の
路
線
バ
ス
と
市
が
実
施
す
る
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
が
平

日
に
混
在
し
て
運
行
す
る
場
合
、
予
約
の
必
要
性
の
有
無

や
料
金
の
違
い
、
更
に
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
で
は
黒
石
方

面
へ
向
か
わ
な
い
こ
と
な
ど
の
相
違
が
生
じ
、
利
用
さ
れ

る
方
に
不
安
と
混
乱
を
招
き
か
ね
な
い
と
判
断
し
た
た
め

で
す
。
今
ま
で
利
用
さ
れ
て
い
た
地
区
の
市
民
の
方
々
に

は
大
変
御
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
乗
り
合
い
タ
ク

シ
ー
の
運
行
実
施
も
含
め
ど
う
か
御
理
解
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

検診受診は自分の健康状態を知る大切な第一歩です。検診事業を
上手に利用し、健康長寿青森県ナンバーワンを目指しましょう。

平賀地域にある市運動施設の屋外にある時計。広大な敷地に
全部で６個設置されています。

乗り合いタクシーを利用するには、タクシー会社へ電話予約
が必要です。

平川市HP
尾上地域

乗り合いタクシー
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一
般
質
問
定
例
会
は
ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。
事
前
連
絡
は
不
要
で
す
。

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
も
中
継
配
信
と
、
過
去
の
議
会
内
容
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

Ｑ
り
ん
ご
農
家
か
ら
傷
の
つ
い
た
り
ん
ご
が
多
く
、

収
入
に
影
響
が
出
る
と
い
う
声
が
あ
が
っ
て
い

る
。
市
と
し
て
の
支
援
は
。

Ａ
平
成
30
年
産
り
ん
ご
は
り
ん
ご
黒
星
病
の
発
生
、

台
風
に
よ
る
強
風
の
影
響
で
収
穫
量
の
減
少
や
傷

害
果
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、
津
軽
み
ら
い
農
協

や
つ
が
る
弘
前
農
協
、
生
産
者
へ
の
聞
き
取
り
な
ど
に
よ

る
と
、
品
種
や
規
格
に
よ
り
若
干
の
増
減
は
あ
る
が
、
平

成
29
年
産
並
み
の
収
穫
量
を
確
保
で
き
る
見
込
み
で
あ
る

と
の
こ
と
で
、
ひ
と
ま
ず
は
安
堵
し
て
い
ま
す
。
市
で
は

今
後
も
病
害
虫
や
災
害
へ
の
備
え
と
し
て
、
り
ん
ご
共
済

や
収
入
保
険
へ
の
加
入
促
進
を
図
り
、
防
風
網
張
り
替
え

費
用
の
一
部
助
成
な
ど
を
継
続
す
る
こ
と
で
支
援
し
て
い

き
ま
す
。

Ｑ
指
定
緊
急
避
難
場
所
※
１
の
碇
ヶ
関
温
泉
会
館
は
、

洪
水
浸
水
の
場
合
「
適
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
平

川
か
ら
近
く
１
階
建
て
で
危
険
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

Ａ
現
在
、
県
に
よ
る
浸
水
想
定
区
域
判
定
で
碇
ヶ
関

地
域
全
体
は
浸
水
害
の
危
険
性
が
確
認
で
き
な
い

た
め
、
洪
水
時
等
の
避
難
場
所
と
し
て
碇
ヶ
関
温
泉
会
館

を
指
定
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
想
定
を
超
え
た
豪
雨
災
害

ま
た
は
そ
の
恐
れ
が
あ
る
場
合
は
危
険
性
を
判
断
の
上
、

別
の
公
共
施
設
等
へ
避
難
誘
導
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
避
難
場
所
が
高
速
道
路
側
に
集
中
し
、
国
道
７
号

線
側
に
な
い
た
め
川
の
氾
濫
に
よ
り
橋
を
渡
れ
な

く
な
っ
た
場
合
の
対
応
が
懸
念
さ
れ
る
。
改
修
予
定
が
あ

る
「
道
の
駅
い
か
り
が
せ
き
」
を
避
難
場
所
と
で
き
な
い

か
。

Ｑ
市
が
独
自
に
助
成
し
て
い
る
未
就
学
児
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
助
成
事
業
の
実
施
経
緯
は
。

Ａ
免
疫
力
の
低
い
幼
児
の
重
症
化
予
防
を
目
的
に
始

め
ま
し
た
。
厚
労
省
が
免
疫
力
の
低
い
13
歳
未
満

に
対
し
２
回
の
接
種
を
勧
奨
し
て
い
る
た
め
、
未
就
学
児

は
１
人
に
つ
き
１
回
千
円
の
２
回
分
を
助
成
額
と
し
、
高

齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
助
成
事
業
の
助
成
額
と

同
額
に
し
ま
し
た
。

Ｑ
対
象
者
を
未
就
学
児
ま
で
か
ら
13
歳
未
満
ま
で
へ

拡
充
し
た
場
合
の
事
業
費
は
。

Ａ
平
成
30
年
度
現
在
13
歳
未
満
で
あ
る
２
千
８
５
２

人
全
員
が
２
回
接
種
を
受
け
た
場
合
で
試
算
す
る

と
５
７
０
万
４
千
円
で
す
。

工く

藤ど
う
貴た
か
弘ひ
ろ
が
問
う�

（
誠
心
会
・
柏
木
町
）

工く

藤ど
う
秀ひ
で
一い
ち
が
問
う�

（
誠
心
会
・
古
懸
）

農
家
へ
の

　
　
支
援
に
つ
い
て
碇
ヶ
関
地
域
の

指
定
緊
急
避
難
場
所
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
の
助
成
拡
充

佐さ

藤と
う

　
寛ひ
ろ
し

が
問
う�
（
活
政
会
・
新
屋
）

ことば ※１　指定緊急避難場所
　　　�災害の発生、または発生する恐れがある場合にその危険から逃れるための避難

場所として、洪水や地震など異常な現象の種類（災害種別）ごとに、安全性等
の一定の基準を満たす施設または場所。

決
し
て
飛
び
越
え
ら
れ
な
い

ハ
ー
ド
ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん

農
家
が
苦
し
い
立
場
に

追
い
込
ま
れ
て
い
ま
す

地
域
住
民
か
ら
不
安
の
声
が

あ
が
っ
て
い
ま
す

議会中継は
こちらから
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Ｑ
り
ん
ご
農
家
の
高
齢
化
に
よ
り
、
融
資
条
件
を
ク

リ
ア
で
き
ず
金
融
機
関
な
ど
か
ら
融
資
を
受
け
ら

れ
な
い
た
め
、
農
家
を
や
め
る
人
も
い
る
。
市
に
よ
る
金

融
機
関
へ
の
対
策
は
。

Ａ
高
齢
化
の
進
行
や
担
い
手
不
足
に
よ
る
離
農
は
、

り
ん
ご
農
家
の
み
な
ら
ず
農
業
全
体
の
深
刻
な
問

題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
農
業
経
営
者
へ
の
融
資

は
、
農
協
な
ど
の
民
間
金
融
機
関
が
実
施
す
る
農
業
経
営

の
規
模
拡
大
や
経
営
改
善
を
す
る
た
め
の
農
業
近
代
化
資

金
、
日
本
政
策
金
融
公
庫
が
実
施
す
る
経
営
改
善
を
す
る

た
め
の
長
期
資
金
と
し
て
農
業
経
営
基
盤
強
化
資
金
や
経

営
体
育
成
強
化
資
金
が
あ
り
ま
す
。
市
で
は
、
借
り
入
れ

に
際
し
必
要
な
農
業
経
営
改
善
計
画
の
相
談
な
ど
に
は
応

じ
て
い
き
ま
す
。
今
後
も
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
経
営

維
持
と
発
展
に
向
け
、
で
き
る
限
り
支
援
を
し
て
い
き
ま

す
。

Ａ
現
在
、「
道
の
駅
い
か
り
が
せ
き
」
は
避
難
場
所

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
今
後
は
指
定
管
理
者

側
と
調
整
の
上
、
地
震
災
害
も
含
め
た
避
難
場
所
と
し
て

運
用
で
き
る
よ
う
検
討
し
ま
す
。

Ｑ
碇
ヶ
関
小
学
校
と
碇
ヶ
関
中
学
校
の
併
置
校
計
画

で
体
育
館
が
一
つ
と
な
る
が
全
住
民
収
容
可
能
か
。

Ａ
極
端
な
例
と
し
て
併
置
校
化
に
伴
い
小
学
校
施
設

の
収
容
人
数
を
ゼ
ロ
と
し
た
場
合
、
碇
ヶ
関
地
域

の
そ
の
他
公
共
施
設
の
収
容
可
能
人
数
は
１
千
９
３
０
名

と
な
り
、
現
在
の
碇
ヶ
関
地
域
の
人
口
に
対
し
過
少
で

す
。
し
か
し
、
仮
に
そ
の
よ
う
な
状
況
と
な
っ
た
場
合
、

市
全
体
や
避
難
場
所
の
状
況
等
を
判
断
し
、
避
難
者
の
受

け
入
れ
先
を
調
整
し
ま
す
。

Ｑ
古
懸
地
区
公
民
館
は
地
震
災
害
時
の
避
難
場
所
と

し
て
は
「
不
適
」
だ
が
、
改
修
改
築
の
計
画
は
。

Ａ
町
会
と
相
談
し
な
が
ら
今
後
の
方
向
性
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

Ｑ
助
成
を
拡
充
し
た
場
合
、
市
の
健
全
な
財
政
運
営

を
な
す
上
で
支
障
は
あ
る
の
か
。

Ａ
直
接
的
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
財
政
の
硬
直
化
の
一
因
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

Ｑ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
る
重
症
化
の
予
防
や
子
育
て

世
代
へ
の
負
担
軽
減
の
た
め
に
も
、
対
象
者
を
13

歳
未
満
ま
で
拡
充
す
る
べ
き
で
は
。

Ａ
当
市
で
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
る
重
症
化
の
予
防

と
い
う
観
点
か
ら
、
特
に
免
疫
力
や
体
力
が
低
い

未
就
学
児
を
対
象
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
子
育
て
世

代
へ
の
負
担
軽
減
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
、
中
学
生
ま
で

の
医
療
費
の
無
料
化
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
た
め
、
各
家

庭
で
支
出
す
る
医
療
費
全
体
で
見
た
場
合
手
厚
く
助
成
し

て
い
る
と
考
え
ま
す
。
今
後
は
、
他
市
の
状
況
と
財
政
面

や
安
全
面
を
考
慮
し
な
が
ら
考
え
て
い
き
ま
す
。

次
の
ペ
ー
ジ
は

一
般
質
問
／
審
議
議
案
等
と
結
果

財
政
運
営
計
画
／
幼
児
サ
ポ
ー
ト
教
室

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

農家支援の一つとして市では防風網の張り替え費用の一部助
成を行っています。

平川沿いにある碇ヶ関温泉会館。

助成制度を活用し早めに予防接種を受けましょう。

平川市HP
指定緊急避難場所
と指定避難場所
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一
般
質
問
市
議
会
は
年
に
４
回
（
３
月
・
６
月
・
９
月
・
12
月
）
に
定
例
会
が
開
か
れ
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
必
要
に
応
じ
て
開
か
れ
る
臨
時
会
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
今
年
度
の
財
政
運
営
計
画
に
つ
い
て
、
昨
年
度
と

の
変
更
点
は
。

Ａ
地
方
交
付
税
の
減
額
、
合
併
特
例
債
発
行
期
限
延

長
に
よ
る
本
庁
舎
建
設
事
業
年
度
変
更
、
新
体
育

館
整
備
事
業
の
進
捗
状
況
を
反
映
し
た
事
業
費
の
年
度
配

分
変
更
、
起
債
の
平
成
29
年
度
債
の
借
り
入
れ
に
お
け
る

償
還
年
数
の
短
縮
な
ど
で
す
。

Ｑ
合
併
特
例
債
活
用
事
業
か
ら
外
し
た
事
業
、
追
加

し
た
事
業
は
。

Ａ
こ
れ
ま
で
は
合
併
特
例
債
の
発
行
期
限
で
あ
る
平

成
32
年
度
ま
で
で
計
画
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成

37
年
度
ま
で
期
限
延
長
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
効
果
的
に

合
併
特
例
債
を
活
用
で
き
る
よ
う
全
体
を
見
直
し
ま
し

た
。

Ｑ
幼
児
サ
ポ
ー
ト
教
室
の
利
用
状
況
と
職
員
体
制

は
。

Ａ
利
用
状
況
は
11
月
１
日
現
在
18
人
で
あ
り
、
利
用

回
数
は
月
１
回
か
ら
多
く
て
４
回
で
す
。
職
員
体

制
は
、
教
員
免
許
を
有
す
る
療
育
指
導
員
３
人
で
運
営
し

て
い
ま
す
。

Ｑ
幼
児
サ
ポ
ー
ト
教
室
の
支
援
内
容
は
。

Ａ
こ
と
ば
が
少
な
い
・
会
話
に
な
り
に
く
い
・
発
音

が
気
に
な
る
・
人
前
で
話
せ
な
い
な
ど
の
こ
と
ば

に
関
す
る
支
援
と
、
集
団
行
動
が
苦
手
・
こ
だ
わ
り
が
あ

る
な
ど
の
発
達
に
関
す
る
支
援
の
ほ
か
、
保
護
者
へ
の
相

談
対
応
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
内
訳
は
こ
と
ば
に
関
す
る
支

援
16
人
、
発
達
に
関
す
る
支
援
２
人
で
す
。

齋さ
い
藤と
う
律り
つ
子こ

が
問
う�

（
所
属
会
派
な
し（
日
本
共
産
党
）・蒲
田
）

石い
し
田た

昭あ
き
弘ひ
ろ
が
問
う�

（
新
風
の
会
・
猿
賀
）

平
川
市
財
政
運
営

　
　
計
画
に
つ
い
て
幼
児
サ
ポ
ー
ト
教
室
の

　
　
現
状
と
こ
れ
か
ら

Ｑ
こ
と
ば
の
悩
み
に
ど
こ
ま
で
対
応
す
る
の
か
。

Ａ
利
用
者
の
状
況
に
よ
り
ま
す
が
、
日
常
生
活
や
集

団
生
活
で
会
話
に
支
障
が
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
と
れ
る
よ
う
な
レ
ベ
ル
に
達
す
る
よ
う
目
指
し

て
い
ま
す
。

Ｑ
こ
と
ば
の
支
援
を
強
化
す
る
た
め
、
言
語
聴
覚
士

の
資
格
を
有
す
る
方
の
採
用
や
、
定
期
的
に
職
員

の
指
導
に
対
し
て
研
鑽
を
積
め
る
体
制
づ
く
り
を
。

Ａ
療
育
指
導
員
に
対
し
、
言
語
聴
覚
協
会
か
ら
派
遣

さ
れ
る
言
語
聴
覚
士
に
指
導
内
容
や
方
法
等
に
つ

い
て
助
言
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
後
も
定
期
的
に
ア

ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
く
機
会
を
設
け
る
と
と
も
に
、
専
門

的
な
研
修
な
ど
に
も
積
極
的
に
参
加
さ
せ
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

ことば ※１　平賀地区浸水対策事業
　　　�平賀地区の市街地を中心に頻繁に発生する冠水被害を解消するため、

側溝の大きさを改修し排水能力を向上させる工事事業。

平成30年４月開所となった幼児サポート教室は尾上分庁舎
にあります。

財
政
運
営
計
画
は
市
民
の
未
来

を
守
る
も
の
で
あ
る
べ
き
で
す

期
待
さ
れ
て
い
る
方
が
多
く

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す

平川市
幼児サポート
教室の案内

平川市HP
平賀地区
浸水対策事業

議会中継は
こちらから
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具
体
的
に
は
、
消
防
施
設
整
備
事
業
や
小
・
中
学
校
ト

イ
レ
改
修
事
業
、
松
崎
小
学
校
大
規
模
改
修
事
業
は
、
交

付
税
算
入
の
あ
る
ほ
か
の
事
業
債
へ
振
り
替
え
ま
し
た
。

尾
上
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
解
体
事
業
は
売
却
等
も
検
討
す

る
こ
と
に
し
た
た
め
、
起
債
事
業
か
ら
外
し
ま
し
た
。
平

賀
地
区
浸
水
対
策
事
業
※
１
は
特
別
交
付
税
要
望
で
対
応

し
、
該
当
す
る
ほ
か
の
事
業
債
が
な
い
や
す
ら
ぎ
聖
苑
火

葬
設
備
長
寿
命
化
事
業
と
建
設
機
械
整
備
事
業
を
追
加
し

ま
し
た
。

Ｑ
オ
イ
ル
ダ
ン
パ
ー
検
査
デ
ー
タ
改
ざ
ん
問
題
に
よ

り
、
本
庁
舎
建
設
事
業
費
が
増
額
と
な
る
が
財
政

運
営
へ
の
影
響
は
。

Ａ
工
事
に
遅
れ
が
生
じ
ま
す
が
、
合
併
特
例
債
の
発

行
期
限
内
で
あ
れ
ば
財
源
が
確
保
で
き
る
た
め
財

政
運
営
上
は
大
き
な
問
題
と
な
り
ま
せ
ん
。

次
の
ペ
ー
ジ
は

追
跡
！！
そ
の
後
ど
う
な
っ
た
！？
一
般
質
問
の
そ
の
後
を
追
跡
！

上程された議案等・概要 結 果
条例の一部改正
平川市議会議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例案　市議会議員の期末手当支給割合を改正。 可決
平川市特別職の職員の給料等に関する条例の一部を改正する条例案　市長等の期末手当支給割合を改正。 可決
平川市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例案　職員の給料月額、宿日直手当、期末手当、勤勉手当の額を改正。 可決
平川市個人情報保護条例の一部を改正する条例案　法規定に基づき、特定個人情報の取り扱いを改正。 可決
平川市税条例の一部を改正する条例案　法改正に伴う、個人市民税の非課税限度額の引き上げ等を改正。 可決
平川市地方活力向上地域における固定資産税の特別措置に関する条例の一部を改正する条例案
法改正に伴う、地方活力向上地域内へ移転した事業者に対する固定資産税の課税免除について、必要な事項を定めるもの。 可決
平川市学校給食センター設置条例の一部を改正する条例案
平川市尾上学校給食センター廃止に伴う、その他所要の改正。
齋藤律子議員より「新たな学校給食センターの構築に時間をかけるべきであった」との反対討論がありました。

可決
（起立採決）

平川市水道布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理者の資格基準に関する条例の一部を改正する条例案
法改正に伴う、資格基準について専門職大学前期課程修了者の追加。 可決
平成30年度補正予算
一般会計　予算総額は、歳入歳出とも210億288万６,000円。
給与改定等に伴う人件費計上科目全般の所要の補正、ひらかわ市民の森トイレ改修事業費を新規計上、世界一の扇ねぷた
絵制作業務に債務負担行為を設定。

可決

国民健康保険特別会計　人件費の調整。 可決
介護保険特別会計　人件費の調整。 可決
国民健康保険診療施設事業診療所特別会計　人件費の調整。 可決
学校給食センター特別会計　人件費の調整、平成29年度の市債借入額確定に伴う長期債元金の減額。 可決
水道事業会計　人件費の調整。 可決
下水道事業会計　光熱水費及び修繕料の追加、人件費の調整。 可決
その他
定住自立圏形成協定の一部を変更する協定の締結について　連携する政策分野の中に新たに電算システムの共同利用を追加。 可決
市道路線の廃止について　県営一般農道整備事業完了に伴い、接続路線を含め路線を再編成するために廃止。 可決
市道路線の認定について　県営一般農道整備事業完了に伴い、新路線を認定。 可決
平川市碇ヶ関育苗施設の指定管理者の指定及び指定管理者の管理の期間について
管理の指定先：久吉生産組合　管理期間：平成31年４月１日～平成32年３月31日 可決
碇ヶ関屋内温水プール（ゆうえい館）の指定管理者の指定及び指定管理者の管理の期間について
管理の指定先：ＮＰＯ法人平川市スポーツ協会　管理期間：平成31年４月１日～平成32年３月31日 可決
西十和田トンネル建設促進に関する意見書の採択等について� ☞　関連記事　Ｐ３
国道102号線山岳区間（平川市温川～秋田県小坂町滝ノ沢）のトンネル整備。 採択
種子法の復活を求める意見書の提出について� ☞　関連記事　Ｐ３
平成29年３月末廃止された種子法の復活を強く要請するため衆・参議院の両議長に意見書を提出。 可決
西十和田トンネル建設促進に関する意見書の提出について 可決

平成30年12月定例会
審議議案等とその結果（抜粋）

23議案に
ついて慎重に
審議しました

合併特例債活用から特別交付税の要望事業とした平賀地区浸水
対策事業。道路や住宅の冠水被害を解消する工事です。

齋藤政子議長

平川市HP
市議会議決の結果

詳細はこちら
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　� 　
問

▲ �

市民に気軽に運動に親しんでいただくために
も、施設の使用料の無料化、あるいは半額にす
ることはできないか。

　� 　
答

▲ �

施設を利用する方からは、利用の対価として施
設の使用料をいただいており、使用料は施設の
維持管理費に充てています。このため、今すぐ
に無料とすることは難しいですが、より利用し
やすくなるよう、回数券の導入について検討し
ます。

その後…

トレーニングルームの回数券導入へ。

　施設の維持管理費や近隣市町村の状況を踏まえ、
関係規則等の整備を進め、トレーニングルームの回
数券の導入に取り組みます。

　� 　
問

▲ �

消防団員のサラリーマン化の進行やなり手の減
少により、日中の火災に対応できないおそれが
あるので、機能別消防団員制度の設置を検討し
てほしい。

　� 　
答

▲ �
各地域の現状を考慮しながら検討します。

その後…

制度創設へ。12名が入団しました。

　平成30年９月に制度設置。消防団幹部会議にお
いて加入方法等について説明を行ったほか、広報ひ
らかわ11月号及び市ホームページにも記事を掲載
し、市民向けの周知も行いました。その結果、現時
点では25名が入団を希望しており、うち12名につ
いては入団手続きが完了しています。

　� 　
問

▲ �

平川市は手話奉仕員養成講座を県内10市の中
で唯一実施していない。実施すべき。

　� 　
答

▲ �

今後、他市との共催や事業所への委託を視野に
入れながら検討します。

その後…

実施する方向へ。

　平成31年度から他市との共催により実施するよ
う調整しています。

これまでの質疑の中から
一部を取り上げ
その後の経過を
追跡しました

一般質問の
　その後を

特集

2
「その後」の内容に関しては平川市の回答によるものです

（平成31年3月1日現在）。

ことば ※１　機能別消防団員制度
　　　�仕事や家族の都合などで全ての活動に参加することが困難な場合、それぞれの

能力やメリットを活かしながら、特定の消防団活動や時間の許す範囲での活動
ができる制度。

ひらかドーム内にあるトレーニングルーム。最新機器も含めた
約20種類のマシンがあります。

設立に向けて検討します

機能別消防団員制度※１の導入を

答弁

実施について検討します

手話奉仕員養成講座の実施を

答弁

回数券の導入を検討します

市内運動施設の使用料を減額しては

答弁
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　� 　
問

▲

�平川市が子育てしやすさナンバーワンを目指す
のであれば第３子以降への出産祝金30万円の
支給ではなく、妊娠から出産、さらにはその先
までの切れ目ない支援が必要では。

　� 　
答

▲

�子育て全般にわたる対策、支援について検討し
ます。第３子以降への出産祝金支給については
効果等を調査したうえで今後について検討しま
す。

その後…

子育て世代包括支援センター設置へ。

　平成30年4月、妊娠から子育てまでの支援として
同センターを設置。新規事業を実施することにより
これまで以上に妊産婦の不安や悩みの解消など、精
神面での支援に努めています。
　また、第２子以降保育所保育料の無償化や中学生
までを対象とした子ども医療費の助成、特定不妊治
療費の助成、すこやか住宅支援補助金等、子育て世
代を経済面で支える事業も実施しています。
　なお、出産祝金については、出生数が減少傾向に
あるなか第３子以降の出生数が増加しており、一定
の効果があると判断されることから、現時点におい
てはこれまでどおり継続します。

　� 　
問

▲ �

友好交流協定を結ぶ台中市で実施しているラン
タンに願いを書いて飛ばす「スカイランタン」
のようなイベントを平川市でも開催しては。

　� 　
答

▲ �

イベント実施には関係団体の協力が不可欠であ
り、会場周辺の安全性と環境性の問題をクリア
することが前提。関係団体の意見を伺った上で
実現の可能性を探ります。

その後…

台中市から輸入した台湾提灯を平賀駅前
に飾っています。

　スカイランタンは火を使用することから、やけど
や周辺への火災の危険性があることや広い会場が必
要であることなどから実施は難しい状況です。
　台湾との交流を活かした事業として、今年度は台
中市から輸入した提灯を使って平賀駅前の装飾を
行ったほか、飲食店と連携し台湾ビールなどを取り
入れた集客事業に取り組みました。

これまでの質疑の中から
一部を取り上げ
その後の経過を
追跡しました

一般質問の
　その後を

特集

2

健康センターにある子育て世代包括支援センター。妊婦訪問事
業、乳幼児家庭全戸訪問事業、母乳ケア事業、支援プランの策
定等の新規事業を実施しています。

平川市HP
子育て支援手当・助成ページ

「ひらかわイルミネーションプロムナード」開催期間中、平賀
駅前に装飾された幻想的な台湾提灯。

イベント開催の可能性を探ります

冬の観光に「スカイランタン」を
取り入れては

答弁

支援のあり方を検討します

出産祝金のような一時的なもの
ではなく切れ目のない支援を

答弁
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請願・陳情を出される方は
午後５時までにご提出願います。

平成31年 第２回定例会は
6月上旬からの予定
開会は10時です
傍聴席の定員は34名

　２月12日、当市において津軽南市町村議会連絡協議会第２回定期総
会を開催しました。この協議会は津軽南地域による５市町村議会の正副
議長で組織しており、今年度は私が会長を務めています。
　６月に行われた第１回定期総会ではりんご黒星病対策について、今回
の第２回定期総会では西十和田トンネルの早期建設についてを、同協議
会として要望書を提出することに決定しました。西十和田トンネルの早
期建設に関しては既に平川市議会として青森県、秋田県の両県に意見書
を提出していますが（☜関連記事P3）、他の機関や組織からも要望を重
ねることで、実現性を高めるよう行動しています。
　この度の総会では、開催市首長として長尾市長から御挨拶をいただい
たほか、津軽南市町村から選出されている県議会議員の方にも御出席い
ただき、要望書を提出し意見交換を行いました。

平川市議会広報特別委員会
委 員 長　石　田　昭　弘
副委員長　工　藤　貴　弘
委　　員　福　士　　　稔
　　　　　原　田　　　淳
　　　　　長　内　秀　樹
　　　　　田　中　友　彦

議会だよりは　３月・６月・９月・12月　の年４回発行。次号は　　　　　 発行の予定です６月14日

議長が行く！

　平成最後の議会だよりとなりました。�
　30年にわたる平成の思い出と言えば、東日本
大震災はもちろんではありますが、平成３年に
青森県を襲った台風19号を思い出します。りん
ご台風と言われたこの災害は、我が平川市にも
甚大な被害をもたらし、りんご農家である私も
畑で涙したことを覚えています。�
　「災害は忘れた頃にやってくる」の言葉どおり、
過去を忘れずにいましょう。我々議員一同、市
民各位の幸せを祈りこれからも頑張ります。�
� （田中友彦）

傍聴から　
　　はじめませんか

どなたでも傍聴できます
市本庁舎５階へお越しください

お問合せは
議会事務局へ

☎0172-44-1111

議 会 あ れ こ れ

提出方法はこちらから▶

厚生労働大臣表彰
佐藤　雄�議員

　毎年２月は平川市と
市教育委員会による表
彰式が行われます。平
成30年度は小野敬子
議員が平川市功労表彰
の対象となりました。
これは地方自治の振興
に功績があったことに
よるものです。
　当日来賓として招

かれた齋藤政子議長は表彰を受賞された方々に対し、
「平川市のためにご尽力されたこと、平川市の名を
広く響かせたことに対し、深く敬意を表し感謝申し
上げます」と祝辞を述べました。

　12月12日東京都にお
いて、佐藤雄議員が旧
尾上町遺族会の副会長、
平川市遺族会の尾上支
部長を歴任され、長年
にわたり戦没者関係の
援護事業に貢献された
ことから厚生労働大臣
から表彰されました。

　翌13日開かれた12月定例会最終日の本会議では、
開会に先立ち議長から受賞の報告があり、議場内は
佐藤雄議員の長年の功績をたたえ温かい拍手に包ま
れました。

平川市功労表彰
小野　敬子 議員

編集後記

議長　齋藤政子
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